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ト
リ
プ
ル
攻
撃
を
は
ね
返
せ

怒
り
の
声
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う

住
宅

地
域
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千千葉葉県県教教育育会会館館 ほほかか
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています
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１１
月
８
日
、
不
況
打
開
・
な
く
せ
貧

困
、
雇
用
確
保
、
守
ろ
う
！
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
新
し
い

未
来
（
あ
す
）
へ
！
１１
・
８
国
民
大
集

会
」が
東
京
・
代
々
木
公
園
で
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
３
万
５
０
０
０
人
、
愛
知
か

ら
は
２
８
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
３
コ
ー
ス
に
別

れ
、「
格
差
と
貧
困
を
な
く
そ
う
」
と

元
気
に
明
治
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。

史
上
最
悪
の
削
減
勧
告
、
住
宅
手
当
の
持
ち
家
分
廃
止
、

地
域
手
当
の
国
基
準
の
押
し
つ
け
と
い
う
、
総
務
省
・
県
市

町
村
課
に
よ
る
ト
リ
プ
ル
攻
撃
を
は
ね
返
せ
と
、
各
単
組
の

力
強
い
た
た
か
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

１１
月
第
１
週
の
第
１
次
交
渉

ゾ
ー
ン
で
は
、
不
当
な
削
減
勧

告
や
不
利
益
遡
及
を
は
ね
返
す

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
住

宅
手
当
の
持
ち
家
分
で
は
、
碧

南
、
知
立
、
豊
橋
な
ど
で
存
続

の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

地
域
手
当
で
は
、
知
立
、
西

尾
、
北
名
古
屋
で
１１
月
議
会
条

例
提
案
は
行
わ
ず
、豊
橋
で
は
、

昇
格
制
度
改
善
や
専
門
職
の
前

歴
換
算
制
度
改
善
な
ど
の
回
答

を
引
き
出
す
到
達
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
非
正
規
の
処
遇
改
善

で
は
、
豊
橋
が「
夏
休
付
与
」、

犬
山
で
は
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職

員
の
忌
引
き
休
暇
な
ど
を
積
極

的
に
検
討
」
な
ど
の
回
答
を
引

き
出
し
て
い
ま
す
。

若若
年年
層層
のの
引引
きき
下下
げげ
緩緩
和和

名名
古古
屋屋
ブブ
ロロ
ッッ
クク

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
単
組

で
は
、
１０
・
１５
に
、
２
千
人
を

集
め
た
決
起
集
会
な
ど
、
組
合

員
の
怒
り
と
要
求
の
強
さ
を
結

集
し
１０
月
１９
日
か
ら
２０
日
未
明

に
か
け
て
、
ね
ば
り
強
い
交
渉

を
実
施
。
若
年
層
の
給
料
表
の

引
き
下
げ
率
の
緩
和
や
、
世
帯

主
に
か
か
わ
る
住
宅
手
当
の
存

続
、
経
過
措
置
な
ど
を
引
き
出

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
５
級

以
上
の
昇
格
制
度
の
抜
本
的
な

改
善
や
、
臨
職
・
嘱
託
へ
の
マ

イ
ナ
ス
勧
告
を
波
及
さ
せ
ず
改

善
す
る
こ
と
な
ど
求
め
、
た
た

か
い
を
強
め
て
い
ま
す
。

住住
宅宅
・・
持持
家家
維維
持持

豊豊
橋橋
市市
職職
労労

豊
橋
市
職
労
の
第
１
回
交
渉

が
１１
月
６
日
行
わ
れ
、
地
域
手

当
引
き
下
げ
に
と
も
な
う
、
賃

金
改
善
を
引
き
続
き
行
う
。
持

ち
家
に
か
か
わ
る
住
宅
手
当

は
、
国
と
地
方
自
治
体
は
違
い

が
あ
り
、
加
算
部
分
は
な
く
す

が
４
７
０
０
円
は
維
持
す
る
。

�
年
末
年
始
の
時
間
外
割
増
率
�

の
改
善
な
ど
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
賃
金
改
善
へ

�
最
大
限
の
努
力
�
を
求
め
た

た
か
い
を
強
め
て
い
ま
す
。

ララ
スス
改改
善善
へへ
検検
討討

碧碧
南南
市市
職職

碧
南
市
職
の
第
１
回
交
渉
は

１１
月
２
日
に
行
わ
れ
、
持
ち
家

に
か
か
わ
る
住
宅
手
当
に
つ
い

て
、
支
給
要
件
を
世
帯
主
と
所

有
者
に
変
更
す
る
が
、
制
度
は

残
す
。
額
に
つ
い
て
は
今
後
の

労
使
協
議
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
が

下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、

問
題
点
の
分
析
を
す
す
め
改
善

を
検
討
す
る
と
回
答
。
第
２
回

交
渉
で
さ
ら
な
る
前
進
を
め
ざ

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地地
域域
手手
当当
減減
はは
協協
議議
外外

知知
立立
市市
職職
労労

知
立
市
職
労
の
第
１
回
交
渉

が
１１
月
６
日
に
行
わ
れ
、
持
ち

家
に
か
か
わ
る
住
宅
手
当
に
つ

い
て
、
支
給
要
件
を
世
帯
主
・

所
有
者
に
変
更
し
、
加
算
部
分

１
０
０
０
円
は
廃
止
す
る
が
制

度
は
残
す
。
地
域
手
当
に
つ
い

て
は
「
県
・
近
隣
市
等
の
状
況

を
参
考
に
引
き
下
げ
の
方
向
で

検
討
し
た
い
が
、
現
段
階
で
の

協
議
事
項
か
ら
は
外
す
」
と
し

ま
し
た
。
組
合
は
、
現
業
職
の

賃
金
改
善
な
ど
も
含
め
追
求
を

強
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

保保
育育
士士
補補
充充
はは
１１００００
％％

清清
須須
市市
職職
労労

清
洲
市
職
労
の
交
渉
も
６
日

に
行
わ
れ
、
来
年
度
の
保
育
士

の
退
職
補
充
は
１
０
０
％
行

う
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
の
引
き
上

げ
に
向
け
研
究
す
る
、
と
の
回

答
を
引
き
出
し
、
各
単
組
と
も

１１
月
９
日
の
週
か
ら
の
、
第
２

次
交
渉
ゾ
ー
ン
で
追
い
込
み
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

職場からの参加も・豊橋市職労

秋
季
年
末
闘
争
の
前
進
を
め

ざ
し
、「
１０
・
３０
全
県
労
働
者

決
起
集
会
」
が
名
古
屋
市
・
若

宮
広
場
で
開
催
さ
れ
５
０
０
人

が
参
加
。
三
菱
電
機

の
ハ
ケ
ン
切
り
と
た

た
か
う
仲
間
が
連
帯

あ
い
さ
つ
、「
企
業

の
差
別
的
な
扱
い
に

対
し
、
声
を
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
人
た
ち

み
ん
な
の
裁
判
で

す
。
労
働
者
の
権
利

が
守
ら
れ
る
よ
う
勝

ち
抜
く
」
と
力
強
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
は
、

西
尾
市
職
の
簗
瀬
委

員
長
が
、
幡
豆
３
町

と
の
合
併
問
題
で
、「
住
民
の

た
め
に
な
ら
な
い
合
併
は
反

対
」
と
強
い
決
意
を
述
べ
、
福

祉
保
育
労
・
藤
原
書
記
長
は
、

「
公
務
員
の
賃
金
・
一
時
金

カ
ッ
ト
が
、
民
間
施
設
職
員
に

も
悪
影
響
を
与
え
る
」
と
怒
り

を
込
め
、
と
も
に
た
た
か
う
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
長
久
手
町
職
労
の

保
育
所
部
会
の
み
な
さ
ん
は

「
賃
下
げ
は
許
せ
な
い
で
す
。

公
務
も
民
間
も
関
係
な
く
、
１

人
の
人
間
と
し
て
が
ん
ば
っ
て

て
い
ま
す
！
安
心
し
て
生
活
で

き
る
賃
金
を
！
」「
非
正
規
も

正
規
も
、
１
人
１
人
の
負
担
が

増
え
て
い
る
。
正
規
保
育
士
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と

要
求
を
語
り
ま
す
。

生
活
危
機
突
破
・
賃
金
改
善
を

１０
・
３０

全
県
労
働
者
決
起
集
会

組
合
員
の
生
活
守
れ
！
蒲
郡
市
職
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国保料の引き下げなど
福祉・医療・介護の充実求め

自自治治体体キキャャララババンン

「
正
規
・
非
正
規
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
、
処
遇
改

善
に
力
を
出
そ
う
」
と
、

１１
月
１
日
、�
あ
い
ち
自

治
体
に
は
た
ら
く
非
正
規

職
員
の
交
流
会
�
が
県
本

部
で
開
催
さ
れ
、臨
職
・
嘱

託
、有
期
雇
用
労
働
者
な

ど
２０
名
が
参
加
し
、学
習

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
自
治
労
連

の
大
場
み
ゆ
き
非
正
規
・

公
共
評
議
長
に
よ
る
学
習
会
が

行
わ
れ
、「
非
正
規
職
員
も
自

治
体
労
働
者
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
こ
と
に
自
信
を
持
っ

て
、
処
遇
改
善
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

職
場
か
ら
の
報
告
で
は
、
名

古
屋
関
連
労
働
組
合
有
期
支
部

の
仲
間
が
、
１
年
契
約
で
最
大

４
回
更
新
で
解
雇
さ
れ
る
不
当

性
を
告
発
。
組
合
は
「
わ
た
し

た
ち
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
」
と
た
た

か
い
を
強
め
て
い
る
報
告
。

半
田
市
職
の
臨
職
部
会
か
ら

「�
グ
チ
り
場
�
を
つ
く
っ
て

き
た
。
グ
チ
ル
だ
け
で
は
解
決

し
な
い
と
組
合
に
入
っ
て
、
少

し
ず
つ
だ
が
改
善
し
勇
気
も
で

た
」
と
報
告
。

安
城
パ
ー
ト
分
会
か
ら
は

「
先
輩
ヘ
ル
パ
ー
が
組
合
を
立

ち
上
げ
、
社
協
と
交
渉
し
有
休

や
ボ
ー
ナ
ス
、
休
業
補
償
な
ど

勝
ち
取
っ
て
き
た
。
今
後
も
活

動
を
強
め
る
」
と
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

名
古
屋
保
育
臨
職
の
方
か

ら
、
週
休
や
欠
員
、
定
員
超
過

対
応
な
ど
５
種
類
も
６
種
類
も

い
る
臨
時
保
育
士
の
仕
組
み
を

紹
介
し
「
一
時
金
や
交
通
費
の

全
額
支
給
の
要
求
と
あ
わ
せ
、

３
回
更
新
後
、
２
ヶ
月
間
の
再

雇
用
禁
止
期
間
が
あ
り
、
こ
の

期
間
の
大
幅
短
縮
を
求
め
て
い

る
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
非
正
規
・
関
連

労
働
者
の
処
遇
改
善
の
運
動
の

中
心
主
体
は
非
正
規
・
関
連
労

働
者
自
身
。
県
内
の
連
帯
の

�
輪
�
で
あ
る
県
本
部
関
連
協

を
つ
く
っ
て
運
動
を
前
進
さ
せ

よ
う
」
と
基
調
報
告
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
交
流
し
ま
し
た
。

自
治
労
連
や
愛
知
社
保
協
な

ど
が
毎
年
行
っ
て
い
る
、福
祉
・

医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
の

拡
充
を
求
め
る
、「
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
が
１０
月
２７
日
〜
３０
日

に
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

３０
日
に
訪
問
し
た
春
日
井
市

で
は
、
参
加
者
か
ら
「
低
所
得

者
に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
の
減
免
を
拡
充
し
て
ほ

し
い
」「
実
態
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
す

る
よ
う
要
請
、
春
日
井
市
、
尾

張
旭
市
は
、「
子
育
て
支
援
の

あ
り
か
た
な
ど
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
、
ひ
き
つ
づ
き
検
討
す

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
な
ど
を
通
じ
て
、

多
く
の
自
治
体
で
０８
年
４
月
か

ら
、
入
院
中
学
校
卒
業
ま
で
、

通
院
小
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
に
は
た
ら
く
職
員
の

安
全
衛
生
研
修
会
が
１０
月
２３

日
、
金
山
・
労
働
会
館
で
開
催

さ
れ
、
１
４
５
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
年
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

と
職
場
巡
視
の
視
点
」
に
焦
点

を
当
て
、
第
１
講
義
を
桶
狭
間

病
院
医
師
の
鈴
木
竜
世
先
生
が

「
心
が
ホ
ッ
ト
す
る
ひ
と
工

夫
、
う
つ
病
の
予
防
と
対
応
を

含
め
て
」
と
題
し
て
講
演
。
う

つ
病
の
要
因
と
し
て
、
職
場
や

家
庭
な
ど
の
様
々
な
心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
低
下
要
因
を
あ
げ
、

治
療
方
法
と
し
て
、
体
と
こ
こ

ろ
の
休
養
を
と
る
こ
と
が
大
切

と
解
説
。ま
た
、食
生
活
に
よ
る

脳
へ
の
影
響
は
非
常
に
高
く
、

脳
機
能
を
高
め
る
食
事
の
工
夫

と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル

の
補
充
と
適
度
な
運
動
と
睡
眠

の
重
要
性
を
上
げ
ま
し
た
。

第
２
講
義
は
滋
賀
医
科
大
学

た
お
だ

准
教
授
の
垰
田
先
生
が
「
職
場

を
ど
う
把
握
し
、
改
善
す
る
か

安
全
衛
生
活
動
の
す
す
め
方
」

と
題
し
て
講
演
。
健
康
な
職
場

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
職

場
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、

何
が
起
き
た
の
か
、
何
が
起
き

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
実
態

や
報
告
、経
験
な
ど
か
ら
発
見
・

予
期
す
る
こ
と
が
必
要
と
解

説
。
改
善
に
む
け
て
は
、
で
き

る
こ
と
か
ら
少
し
で
も
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
、
安

全
衛
生
に
「
待
っ
た
」
は
な
い

と
強
調
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
所
属
長

教
育
の
徹
底
が
不
可
欠
」「
も
っ

と
も
感
受
性
の
高
い
人
を
守
る

こ
と
が
、
働
き
や
す
い
職
場
を

つ
く
る
」「
組
合
が
職
場
環
境

改
善
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
握
っ
て

い
る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

安安
全全
衛
生生
に
��
待待
っっ
たた
なな
しし
��

労労
安安
研研
修修
会会
にに
１１
４４
５５
名名
がが
参参
加加

自治労連共済済

火火災災共共済済

ババレレーーボボーールル
名古屋市職労

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
自治労連全国スポーツ大会

来年は優勝めざしてがんばるぞ

自
治
労
連
・
自
治
労
連
共
済

２０
周
年
記
念
と
な
る
、「
第
２１
回

自
治
労
連
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」が
１０
月
２２
日
〜
２４
日
、軟
式

野
球
は
岩
手
県
盛
岡
市
お
よ
び

滝
沢
村
、バ
レ
ー
は
高
知
県
高

知
市
で
同
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
野
球
・
バ
レ
ー
と
も
に

名
古
屋
市
職
労
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
は
、
リ
ー
グ
戦
を
勝

ち
抜
き
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
出
。
準
決
勝
で
岡
山
市
職
労

（
岡
山
）
と
対
戦
し
、
安
定
し

た
プ
レ
ー
で
２
セ
ッ
ト
を
と
り

８
年
ぶ
り
の
優
勝
め
ざ
し
て
決

勝
へ
。
決
勝
戦
は
名
古
屋
VS
自

治
労
連
特
区
連
（
東
京
）。
名

古
屋
が
第
１
セ
ッ
ト
を
２１
�
１７

で
先
取
す
る
も
第
２
セ
ッ
ト
を

奪
わ
れ
、
波
に
乗
っ
た
特
区
連

に
第
３
セ
ッ
ト
を
と
ら
れ
、
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

野
球
は
、
名
古
屋
VS
岸
和
田

市
職
労
（
大
阪
）
と
対
戦
し
ま

し
た
が
１
�
８
で
惜
し
く
も
初

戦
敗
退
。
昨
年
に
続
き
野
田
市

職
労
（
千
葉
）
が
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

１１
月
１
日
、
金
山
・
労
働
会

館
で
愛
労
連
主
催
・
自
治
労
連

愛
知
県
本
部
で
「
第
１４
回
機
関

紙
宣
伝
学
校
」
を
開
催
し
、
５０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
愛
労
連

議
長
・
榑
松
さ
ん
が
「
何
を
伝

え
る
か
。
み
な
さ
ん
の
つ
く
る

機
関
紙
が
世
の
中
を
動
か
し
て

い
る
。
機
関
紙
学
校
で
実
践
的

に
学
び
、
さ
ら
に
良
い
機
関
紙

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
の
あ
と
、
３
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
新
聞
づ
く
り
や
、
デ

ジ
カ
メ
の
基
礎
を
学
び
、
実
践

で
写
真
を
と
り
合
評
す
る
な
ど

し
ま
し
た
。

実践践でで学学ぶぶ

第第１１４４回

機関関紙宣宣伝伝学学校校

小
坂
井
町
職
労（
１１
月
４
日
）

執
行
委
員
長

中
河

伸
年

副
執
行
委
員
長

山
口

晴
彦

書
記
長

伊
藤

義
浩

書
記
次
長

酒
井

則
広

財
政
部
長

紅
林

和
宏
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単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介 と き １１月２３日（月・祝）

１３時受付１３：３０～１９：００
ところ 労働会館東館ホール

安い掛金

安 心


